
2024年 8月 25日（34週目）主日礼拝            「サミットレムナント運動で災いを止めましょう」（イザヤ 6:9-13）  
〇福音を味わう内に、待つことが出来る。焦らずに待つことで、より良い答えがくる。自分に余裕があることは、確信がある為に余裕を持つことが出来る。 

〇様々な災いが起こることがあっても、レムナント伝道運動で災いを止めれる。伝道の鍵は、癒しと教育である。世界の有名な大学である、アメリカのハーバード大学やプリンストン大学を教

会が建てた。イギリスのオックスフォード大学,ケンブリッジ大学も教会が建てた。イタリアのボルネオ大学もミッションスクールである。サミットレムナントを立てることは教会がする事である。 

〇イザヤが神様の前に立った時に、北イスラエル、南ユダも偶像崇拝によって滅ぼされるが、少数のレムナントを残すと言われた。レムナントにより、この世が回復をされることを言っている。 

王たちが偶像崇拝をする時に滅びるしかない。サミットの人たちが神様に仕えるか、偶像崇拝をするかで国の運命は変わるようになる。 

〇旧約聖書は、世界の災いを少数の 7人のレムナントを通して止めてきた。 

〇新約聖書は、教会中心に世界が生かされたことが書かれている。 

AD30年～100年：ローマ帝国が、教会を迫害した。クリスチャンたちが、苦しい立場に置かれるようになった。 

AD100年～200年：教会が迫害をされているのを見て、教会がサミットの現場を目指すようになった。それで、奴隷であった聖徒が軍人となり、サミットの道に行った。 

AD200年～313年：聖徒達が中間の層の人が増え、更にサミットまでなった。そして、ローマ帝国のコンスタンティヌス帝がキリストを信じて、キリスト教の国家になった。 

〇歴史は伝道,宣教中心に動いている。今はアジアの時代。中国、インドもサミット伝道を生かすことで、伝道・宣教運動がなる。237 国,5000 種族(3％未満の未伝道部族)が生かされるように。 

1 1.3.8 2 サミットの道 3 金土日時代 

▲どのようにしてレムナントがサミットの道に行

く事が出来るのか。 

1)キリスト、神の国、聖霊充満 

 ・キリストを持っていると成功する。 

 ・私の目的が神様の国である。 

  →家庭に神の国が臨めばサタンは逃げ去る。 

 ・聖霊に満たされれば地の果てまで証人となる 

2)使徒 17:3(キリストは苦しみを受け,死者の中か

らよみがえらなければならないことを説明し,

また論証して「私があなたがたに伝えているこ

のイエスこそ,キリストなのです。」と言った。) 

 ・悪魔を滅ぼす為にキリストが来られた。 

 ・神様の証拠としてキリストは死んで復活した 

〇使徒 18:4(パウロは安息日ごとに会堂で論じ、

ユダヤ人とギリシヤ人を承服させようとした) 

 ・礼拝をする為に会堂に入った―礼拝中心 

〇使徒 19:8(パウロは会堂にはいって、三か月の

間大胆に語り、神の国について論じて、彼らを

説得しようと努めた。) 

 ・自分の家庭が神の国になれば答えがくる。 

3)7,7,7の祈り 

 ・7 つのやぐら,7 つの旅程,7 つの道しるべの中

で成功もついてきて世界を生かす事が出来る。 

4)24(主が共に),25(現場),永遠(時代) 

 ・24時祈ると幸せになり、自分が生かされる 

 ・25時：現場を生かすようになる。 

 ・永遠：時代を生かすようになる。 

▲神様は、サミットになる道があることを教えている。 

1)創 3:15(わたしは、おまえと女との間に、また、おまえの子孫と女の子孫との間に、

敵意を置く。彼は、おまえの頭を踏み砕き、おまえは、彼のかかとにかみつく。) 

・聖書の目的は女の子孫であるキリストを信じなさいということ。 

・創世記 3:15を分かるとだんだんと悪霊が打ち砕かれて、成功者となる。 

2)3つの祭り(1、3、8) 

 ・過ぎ越しの祭り(キリスト)、五旬節(聖霊充満)、収穫感謝(神の国)を味わうように 

3)７人のレムナント 

・この世は、キリストを知らない偉人たちによって滅んでいる。 

・悪魔の奴隷がリーダーになると災いが続く(ゼレンスキー大統領,プーチン大統領) 

・7人のレムナントのような人物をつくることが出来るように。 

・未来にリーダーとなるような子どもを作るように。 

4)主日礼拝と祈り 

 ・金土日時代にレムナントを徹底的に育てる。 

 ・主日礼拝を中心に育てる。 

5)成人式 

・レムナントが 13 歳になった時には、自分のビジョンが明確に分かるように。 

6)使命式 

・タラントを持って世界福音化をするように。 

・一流の人を呼んで、教会でインターシップをすることが出来るように。 

7)派遣式世界化 

 ・世界福音化をする。 

 ・来年度はインターナショナルスクールをすることが出来るように。 

▲イギリスやアメリカが強大国にな

ったのは、信仰の教育があったか

らである。日本でも信仰を持って

いる教会が建てられるように。 

 

1)３つの集中 

 ・3 つの集中をする。 

2)3Setting 

・プラットフォーム、 

見張り台、 

アンテナ になる。 

3)3つの答え 

・問題は答え、 

葛藤は更新、 

危機は機会 である。 

4)3つの庭 

・3つの庭をつくるように。 

 ・237,癒し,サミットを生かす。 

 

▲結論 

楠 RUTC 

天子田保育園 

災いを止める伝道キャンプ 



現場地教会（2024 年 8月 25 日～2024年 8月 31日） 
 

【賛美】 「イエスわが王よ」 

１）イエスわが王を賛美で迎えん 栄光の主の御座を もうけたまえ主よ  

私は神のもの ゆえに神にささげん  御心のままにおさめよ 主イエスよ 

２）イエスわが王よ ここに来られ われが主にささぐ 賛美受けたまえ 

われは主のしもべ 主はわれらのきみ 主なるイエス来られ 賛美を受けたまえ 

 

【使徒信条】 

 我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。我はその独り子、我らの主、イエス・キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、おとめマリアより生まれ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字架に

つけられ、死にて葬られ、よみにくだり、三日目に死人のうちよりよみがえり、天にのぼり、全能の父

なる神の右に座したまえり、かしこより来たりて、生ける者と死にたる者とを審きたまわん。我は聖

霊を信ず、聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪のゆるし、からだのよみがえり、とこしえの命を信

ず。アーメン 

   

【メッセージ】      「サミットレムナント運動で災いを止めましょう」（イザヤ 6:9-13）  

   

【讃美】                   277 闇に住む人々見よ 

                      

【祈り】  

①教会の祈りの課題 

※御国イザヤ牧師に聖霊充満と 5 つの力が与えられるように。 

②現場地教会の聖徒の中で欠席された方、問題、病にある方、新しい家族のために。 

③現場地教会参加者の祈りの課題（集まった聖徒の祈り課題を付箋に記入）のため。 

 

【フォーラム・祈り】 

 

【主の祈り】 

 天にましますわれらの父よ。ねがわくは、御名をあがめさせたまえ。御国をきた

らせたまえ。みこころの天になるごとく、地にもなさせたまえ。我らの日用の糧を、

今日も与えたまえ。我らに罪をおかす者を、我らがゆるすごとく、我らの罪をもゆ

るしたまえ。我らをこころみにあわせず、悪より救いだしたまえ。国とちからと栄 

えとは限りなくなんじのものなればなり。 アーメン 

７
７
７
の
祈
り 

       

７
７
７
の
祈
り 

【７つのやぐらの祈り】：三位一体の神のちからが私の内を満たし,私の考えと思い,たま

しいのすべてを治められますように。御座の祝福である 3 つの超越(御座のちから、時空

の超越、237 光)、3 つのいのち(神のかたち、神の息、エデンの祝福)、3 つの空前絶後

(私、教会、現場)が私の内に臨みますように。神さまが私の過去、現在、未来にちからで

働いてください。今この時間、私に 5 つのちから(霊力、知力、体力、経済力、人力)を与

えてください。空中の権威を持つ者に打ち勝つ宇宙のちからが私の内に臨みますように。

神さまが下さった私の一生の裏面契約をつかんで、あらかじめ見る契約の旅程(CVDIP)を

歩むことが出来ますように。神さまが最も願われる 3 つの庭(237、いやし、サミット)の

ある絶対やぐらの教会を建てられるように 

【7 つの旅程の祈り】：三位一体の神さまが私の内に臨み、神さまが願われる道を歩むこ

とが出来ますように。どんな場合にも絶対に滅びない 10 の奥義(霊的独立、霊的事実、逆

発想、シナジー、危機と機会、無競争、再創造、サミット、荒野、絶対計画)をもって挑

戦できますように。絶対に揺れない 10 の土台(絶対主権、イエス･キリスト、聖霊のちか

ら、神のみことば、神の神殿、神の計画、神の摂理、神の裁き)に堅く立つことができま

すように。神さまが約束された 5 つの確信(救い、祈りの答え、導き、罪の赦し、勝利)を

もって、伝道者の旅程を歩むことができますように。神さまの力によって 9 つの流れ(高

さ･深さ･広さ、上・下・横、過去・現在・未来)を味わうように。神さまがあらかじめ教

えてくださった一生味わう答えを見つけ出し、62 の伝道者の生活(21 の生活の本質、5 つ

の幸せな祈り、7 つのサミットの道、9 つの流れ、20 の聖書的伝道)を過ごせますよう

に。私の生活が教会と礼拝を通して、福音の光を伝える御座のキャンプとなりますよう

に。 

【7 つの道しるべの祈り】：カルバリの丘ですべて完了した十字架の血の力が臨みますよ

うに。オリーブ山で言われた神の国のことが成し遂げられますように。マルコの屋上の間

に臨んだ聖霊の満たしを私に与えてください。迫害と困難にあってもより大きい宣教の門

を見る挑戦の時刻表を私に与えてください。まず神さまがくださる確実な答えを受けてか

ら行動する聖霊の奥義を味わえますように。苦しみと困難があっても、祈りを通してより

大きい神さまの計画を答えとして見る人生のターニングポイントを探すことができますよ

うに。正確なみことばにあって、神様が私に下さったローマを見ることが出来るように 

(お知らせ)  
1、RUTC の購入の為に全聖徒が ONENESS の祈りをお願いします。 

 2、天子田保育園移管事業のためにお祈りをお願いします。8 月 27 日プレゼンテーション。 

 3、南海トラフ地震を止める伝道キャンプ(宮崎、高知、和歌山) 

   9 月 2 日～5 日 

福音宣教教会 

主管牧師：御国イザヤ 

名古屋市中区栄 5丁目 23－8／tel:052-238-6003 

主日(日曜)1部礼拝 7:00 ／ 2部礼拝 10:00 ／ 3部礼拝 12:00 
 


